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　「飛天双○能」は、12 年かけて毎年日本各地で演能公演を続ける
イベントです。今回、佐渡での開催が４回目となります。
　重要無形文化財総合指定保持者の能楽師大倉正之助さんが代表を
務める（一財）令和文化蔵が主催し、「能と農」をテーマにシンポ
ジウムや能楽教室など幅広い企画が実施されました。
　今回、120 名以上の能楽師が来島し使用が多い能舞台の他、普段
使われていない能舞台も活用し島内各地で演能がありました。
　また、能文化への理解を深めてもらおうと「こども能楽教室」も
開催され、参加した子どもたちはプロの能楽師に能楽を教えてもら
い貴重な時間を過ごしました。
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8

太鼓や鼓（つづみ）を習う参加者

能舞台で演能

　ゲストランナーに東京 2020 オリンピック日本
代表の服部勇馬選手を迎え、島内外から約 2,000
人が参加した「佐渡トキマラソン 2026」にたく
さんのご声援、ご協力をいただき、ありがとうご
ざいました。

「佐渡トキマラソン 2026」応援・
ご協力ありがとうございました

4/26

ゲストランナーの服部勇馬選手とともにスタート！

スタートセレモニーを盛り上げてくださった市民バンドの
皆さん

両津高校・佐渡中等教育学校同窓会「石楠花（しゃくなげ）会」
の皆さんはお揃いのワッペンとシールで応援
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小倉千枚田を未来へつなげよう
棚田オーナーと田植えイベント開催

　棚田オーナー制度によ
り維持管理している小倉
千枚田で、恒例の田植え
イベントが開催されまし
た。小倉千枚田管理組合
と小倉千枚田オーナー、
佐渡棚田サポーターなど
約 80 人が参加し、うち
31 人は島外から参加い
ただきました。
　参加者の皆さんが心を
込めて手植えした苗が、
秋には棚田を黄金色に染
めてくれるはずです。

棚田の景観を未来につなげるため、心を込めて苗を植える参加者の皆さん

　佐渡市音訳とわの会は、視覚障がいを
もった方の支援を行っているボランティ
アグループで、『市報さど』の内容を音
声化し、録音して希望者にお渡ししてい
ます。
※�音訳された CDは、専用の CDプレイ
ヤーでないと聞くことができません。
　�　CD・専用プレイヤーの設置場所：
新穂図書室（最寄りの図書館・図書室
で事前にお申し込みいただければ、
CDと専用プレイヤーをセットでお取
り寄せします。） 原稿どおり読めているか、写真の内容が視覚障がいのある方に伝わ

るかを確認し、一つ一つ丁寧に内容を読み上げ、収録しています

佐渡市音訳とわの会から『市報さど』を音声化いただ
いています

　声の広報紙としてあなたの声を届けませんか？佐渡市音訳とわの会では、音声訳作業に
協力してくださる方を募集しています。
お問い合わせ先：デジタル広報課広報広聴係　☎６３―５１３９
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国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の皆さまへ

老人医療費助成事業（県老）の手続きについて

　8 月から医療機関受診の際に使用する「資格確認書」などを 7 月上旬に発送します。
マイナ保険証の登録状況により、お送りする書類が異なりますので、お手元に届きま
したら必ずご確認ください。

「マイナ保険証（＋資格情報のお知らせ）」または「資格確認書」で受診してください。
※１：障がいをお持ちの方などで、資格確認書が必要な方は申請が必要です。
※２：次の①と②の両方に該当する方。
　　　マイナ保険証の利用状況は、新たな資格確認書などを作成する時点の情報で判断します。
　　　　①過去１年間で６回以上マイナ保険証を利用されている方
　　　　②おおむね直近３カ月以内にマイナ保険証を利用されている方

◆老人医療費助成事業（県老）とは
　65 歳から 69 歳までの「ひとり暮らし」または「寝たきり」の方に対して、病気で医療機関を
受診した際の自己負担額を一部助成する制度です。助成を受けるには、受給者証の交付申請が必
要です。審査を受けて認定された方には「県老受給者証」を交付します。

◆対象者は❶❷❸の全てに該当する方
 　❶ 国民健康保険加入者または被用者保険加入者
 　❷ 65 歳から 69 歳までのひとり暮らしの方（注１）、または寝たきりの方（注２）

 　❸ 前年の所得金額の合計が 135 万円以下の方
　　  （注１）ひとり暮らしは、生活実態で判定します。なお、別居の親族などから扶養されている、仕送りを受けている、
　　　　　　　 親族が市内に居住しているなど、経済的にも精神的にも単身の状態でないと認定されないことがあります。
　　　  （注２）日常生活における基本的な動作 ( 食事、排便、入浴等 ) が困難で、常に介助が必要な状態にあると認められる方が
　　　　　　　対象になります。なお、6 カ月以上入院している方は対象外です。

◆助成内容
 　医療機関で支払う一部負担金が２割になります。
 　※ 1 カ月の自己負担額が一定額を超えた場合や、県外の医療機関を受診したときは、申請
 　　が必要です。

◆手続きに必要なもの
 　加入している健康保険が確認できるもの（資格確認書など）

マイナンバーカードの
健康保険証登録

国民健康保険
69 歳以下 70 歳以上

マイナ保険証の登録を
している ※ 1

現在お持ちの資格情報の
お知らせを使用してくだ
さい。

資格情報の
お知らせ

マイナ保険証の登録を
していない
( マイナンバーカードを
持っていない）

資格確認書 資格確認書

お問い合わせ　市民課保険年金係　☎６３－５１１２　または各市民センター

マイナンバーカード
の健康保険証利用

後期高齢者医療
84 歳以下 85 歳以上

マイナ保険証を利用
している ※ 1、※ 2

資格情報の
お知らせ

資格確認書マイナ保険証を利用
していない

（マイナンバーカード
を持っていない）

資格確認書

（令和８年８月１日時点）
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健幸さど21第３次計画が策定されました
健康寿命日本一をめざして

　いつまでも自分らしく暮らしていくために、健康寿命の延伸を計画の全体目標として「ライフコー
スアプローチ」の観点を踏まえた健康づくりをすすめていきます。「市民一人ひとりが無理なく健康づ
くりに取り組める環境づくり」と「連携による健康づくり」を推進します。
　健康課題解決のため“カラダにやさしお～体に優しい野菜と塩～”をキャッチコピーとし、皆さま
の生活に減塩と肥満対策を取り入れていただけるよう取り組みます。

＜健康増進および食育推進、歯科保健に係る施策を一体的に推進します＞

【第２次自殺対策計画が策定されました】
　「ありがとう」を言い合える人と人のつながりを大切にし、孤立を防ぐための見守りや相談体制
の充実、関係機関との連携強化などを柱として、より実行性のある自殺対策をすすめていきます。
　市民の皆さまと行政、関係機関と連携し、声をかけ合える地域づくりをすすめ、様々な事業を
展開していきます。

　歯や口が健康なことで、よく噛んでおいしく食べたり、会話を楽
しむことができます。また、よく噛むことは、肥満防止、脳の活性化、
むし歯・歯周病の予防、味覚の発達など多くの健康効果をもたらし
ます。

お問い合わせ　健康医療対策課健康増進係　☎６３―３１１５

毎月15日はやさしおの日！ お口の健康が全身の健康維持につながります！

【基本理念】全ての世代がいきいきと暮らせる持続可能な島の実現 

健康を意識した 
生活習慣を身につける 

こころの健康に向き合い、 
自分らしくゆとりある生活を送る 

健康な行動がとれる環境づくりを推進し、
一人ひとりが輝いて生きる 

ライフコースアプローチを踏まえた施策の展開～子どもからお年寄りまで～ 
《主な取り組み》 

６．こころの健康 

３．生活習慣病の予防 

４．生活機能の維持・向上 ５．歯・口腔の健康 

２．身体活動・運動  

７．社会とのつながり 

１．栄養・食生活 

【目標】 健康寿命の延伸 

【基本的な方向】 市ホームページ 

健康づくりにむけた環境整備 
多様な主体の連携による

健康づくりの推進 事業所の健康づくりを推進 
 

市民一人ひとりが無理なく
健康づくりに取り組める環境づくり
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ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
閲

覧
場
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
閲
覧
場
所
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
提
出

※�

ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
へ
の
個

別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

防
災
課
防
災
安
全
係

　
☎
63
―
３
１
２
５

　

63
―
３
３
０
０

　
郵
送
先
／

　
〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　
佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

　
佐
渡
市
役
所
防
災
課
防
災
安
全
係
　
宛

第
23
回
佐
渡
市
消
防
大
会

　
消
防
団
員
の
団
結
強
化
、
消
防
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
佐
渡
市
消
防
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

６
月
28
日
㈰
　
午
後
１
時
～

佐
渡
市
消
防
本
部

�

こ
の
大
会
は
７
月
26
日
㈰
に
新
潟
市
で

開
催
さ
れ
る
新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
の
選

考
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　�

　
各
方
面
隊
の
代
表
チ
ー
ム
の
訓
練
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

天
候
に
よ
り
中
止
ま
た
は
順
延
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課
消
防
係

　
☎
51
ー
０
１
２
０

教
科
書
展
示
会

　
小
学
校
や
中
学
校
、
高
校
な
ど
で
使
用

す
る
教
科
書
の
見
本
を
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

６
月
16
日
㈫
～
７
月
３
日
㈮

　
平
日
の
み
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

畑
野
市
民
セ
ン
タ
ー
　
４
階

佐
渡
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
学
校
教
育
課
内
）

　
☎
58
―
７
３
５
５

有

料

広

告

有料広告募集中！
『市報さど』・市ホームページに
　　広告を載せてみませんか？

詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

デジタル広報課
☎63-5139

広告掲載料：10,000円／月～

10市報さど　令和8年6月号

　消費生活センターでは、消費生活相談員を講師として無料で派遣する出前講座を実施しています。
　令和７年度は市内 18会場で開催し、500 人以上の方にご参加いただきました。地域や学校、職場で行事、
研修、勉強会などをされる際にぜひご活用ください。

受講された皆さんの声
・巧妙な詐欺の手口があることを知り、気を付けたいと思った。
・具体的な話が多く、参考になった。
・「佐渡は離島だから」と油断してはいけないことがわかった。
・日曜日も出張して講義していただき、ありがたい。

　主催者の方は、受講者の募集と会場の手配をお願いします。
　開催の日時、時間（２０分～１時間程度）、テーマなど、できるだけご要望にそった
内容で実施します。

�消費生活センター　☎５７－８１４３　受付時間（平日）午前９時～午後４時

テーマ例
・最近の消費者被害の実例
・特殊詐欺や悪質商法の撃退法
・高齢者のスマホトラブル

公営住宅などの入居者を募集します
　　入居には、一定の要件（収入基準など）があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称 構造 建設
年度

募集
戸数

募集
階 間取り 家　賃 種別

両津 白山第１住宅 RC造４階
集合住宅 H16 １戸 ２階 2LDK 23,500 ～ 46,100 円 公営

佐和田 青柳寺住宅 RC造４階
集合住宅 S56 １戸 ３階 3DK 16,500 ～ 32,400 円 県営

新穂 井内住宅Ｄ棟 木造２階
長屋建 R3 １戸 ２階 3DK 20,000 ～ 39,300 円 公営

小木 木野浦住宅 木造２階
一戸建 H8 １戸 - 2LDK 36,000 円（定額） 特定公共

賃貸住宅

６月 30日㈫　午後５時まで　　　　　入居予定　８月上旬頃�
�建築住宅課（本庁第２庁舎３階）または各市民センター　　　　　市ホームページ
�建築住宅課住宅・都市計画係　☎６７－７４０３

有

料

広

告

市ホームページ

土・日も、少人数の集まりもOK！

11 市報さど　令和8年6月号



二
次
元
コ
ー
ド
が
あ
る
記
事
は
、
詳
細
を�

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
し
の
く
に
国
府
サ
ミ
ッ
ト
㏌
佐
渡

　
古
代
佐
渡
の
歴
史
に
ふ
れ
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７
月
11
日
㈯
　
午
後
１
時
～

金
井
能
楽
堂
（
中
興
甲
３
７
１
）

�

古
代
北
陸
道
に
属
す
る
国
府
ゆ
か
り
の

自
治
体
が
佐
渡
に
集
ま
り
、
歴
史
や
文

化
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

交
流
し
ま
す
。

基�

調
講
演
／
「
島
国
佐
渡
の
歴
史
・
風
土

と
国
府
・
国
分
寺
」

奈
良
大
学
名
誉
教
授
　
坂
井
秀
弥
氏

世
界
遺
産
課
文
化
財
係

　
☎
63
―
５
１
３
６

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
（
佐
渡
市
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
案
）

　
市
で
は
、
近
年
の
県
内
の
犯
罪
件
数
増

加
を
受
け
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
な
ど
の

責
務
を
明
文
化
し
、
支
援
体
制
の
明
確
化

や
犯
罪
被
害
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
を
図

る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
特
化
し

た
条
例
の
制
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

閲�

覧
場
所
／
本
庁
第
１
庁
舎
（
１
階
受
付
、

２
階
防
災
課
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

６
月
23
日
㈫
～
７
月
24
日
㈮

　
午
後
５
時
ま
で

提�

出
方
法
／
次
の
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。提
出
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
閲

覧
場
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
閲
覧
場
所
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
提
出

※�

ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
へ
の
個

別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

防
災
課
防
災
安
全
係

　
☎
63
―
３
１
２
５

　

63
―
３
３
０
０

　
郵
送
先
／

　
〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　
佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

　
佐
渡
市
役
所
防
災
課
防
災
安
全
係
　
宛

第
23
回
佐
渡
市
消
防
大
会

　
消
防
団
員
の
団
結
強
化
、
消
防
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
佐
渡
市
消
防
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

６
月
28
日
㈰
　
午
後
１
時
～

佐
渡
市
消
防
本
部

�

こ
の
大
会
は
７
月
26
日
㈰
に
新
潟
市
で

開
催
さ
れ
る
新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
の
選

考
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　�

　
各
方
面
隊
の
代
表
チ
ー
ム
の
訓
練
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

天
候
に
よ
り
中
止
ま
た
は
順
延
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課
消
防
係

　
☎
51
ー
０
１
２
０

教
科
書
展
示
会

　
小
学
校
や
中
学
校
、
高
校
な
ど
で
使
用

す
る
教
科
書
の
見
本
を
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

６
月
16
日
㈫
～
７
月
３
日
㈮

　
平
日
の
み
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

畑
野
市
民
セ
ン
タ
ー
　
４
階

佐
渡
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
学
校
教
育
課
内
）

　
☎
58
―
７
３
５
５

有

料

広

告

有料広告募集中！
『市報さど』・市ホームページに
　　広告を載せてみませんか？

詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

デジタル広報課
☎63-5139

広告掲載料：10,000円／月～

10市報さど　令和8年6月号

　消費生活センターでは、消費生活相談員を講師として無料で派遣する出前講座を実施しています。
　令和７年度は市内 18会場で開催し、500 人以上の方にご参加いただきました。地域や学校、職場で行事、
研修、勉強会などをされる際にぜひご活用ください。

受講された皆さんの声
・巧妙な詐欺の手口があることを知り、気を付けたいと思った。
・具体的な話が多く、参考になった。
・「佐渡は離島だから」と油断してはいけないことがわかった。
・日曜日も出張して講義していただき、ありがたい。

　主催者の方は、受講者の募集と会場の手配をお願いします。
　開催の日時、時間（２０分～１時間程度）、テーマなど、できるだけご要望にそった
内容で実施します。

�消費生活センター　☎５７－８１４３　受付時間（平日）午前９時～午後４時

テーマ例
・最近の消費者被害の実例
・特殊詐欺や悪質商法の撃退法
・高齢者のスマホトラブル

公営住宅などの入居者を募集します
　　入居には、一定の要件（収入基準など）があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称 構造 建設
年度

募集
戸数

募集
階 間取り 家　賃 種別

両津 白山第１住宅 RC造４階
集合住宅 H16 １戸 ２階 2LDK 23,500 ～ 46,100 円 公営

佐和田 青柳寺住宅 RC造４階
集合住宅 S56 １戸 ３階 3DK 16,500 ～ 32,400 円 県営

新穂 井内住宅Ｄ棟 木造２階
長屋建 R3 １戸 ２階 3DK 20,000 ～ 39,300 円 公営

小木 木野浦住宅 木造２階
一戸建 H8 １戸 - 2LDK 36,000 円（定額） 特定公共

賃貸住宅

６月 30日㈫　午後５時まで　　　　　入居予定　８月上旬頃�
�建築住宅課（本庁第２庁舎３階）または各市民センター　　　　　市ホームページ
�建築住宅課住宅・都市計画係　☎６７－７４０３

有

料

広

告

市ホームページ

土・日も、少人数の集まりもOK！
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環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市

が
委
嘱
し
た
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、
講

演
会
な
ど
に
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま

す
。
学
校
や
地
域
、
企
業
な
ど
で
の
環
境

学
習
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

��

自
治
会
、
学
校
、
企
業
、
地
域
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
他
各
種
団
体
が
主
催
す
る
、

お
お
む
ね
20
人
以
上
の
環
境
教
育
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
な
ど

講�

師
謝
金
な
ど
／
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
佐
渡
市
が
負
担
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

�

制
度
の
利
用
を
ご
検
討
の
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

　
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

「
３
キ
リ
運
動
」
生
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
を

目
的
と
す
る
「
３
キ
リ
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
燃
や
す
ご
み
の
う
ち
、
40
％
が
生
ご
み

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

３
キ
リ
運
動

・
「
食
べ
キ
リ
」
食
品
を
食
べ
切
ろ
う

・
「
使
い
キ
リ
」
食
品
を
使
い
切
ろ
う

・�

「
水
キ
リ
」
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に�

一
絞
り
し
よ
う

生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

生
ご
み
処
理
機
購
入
・
導
入
補
助
金

家
庭
用

�

市
民
（
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
）
が
、

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
、
自
宅
に
設

置
す
る
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　（
上
限
６
万
円
）

事
業
者
用

�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
市

内
で
事
業
を
営
む
個
人
（
令
和
８
年
４

月
１
日
時
点
）
が
、
４
月
１
日
以
降
に

導
入
し
、
事
業
所
に
設
置
す
る
生
ご
み

処
理
機

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　（
上
限
４
０
０
万
円
）

�

令
和
９
年
２
月
１
日
㈪
（
購
入
・
設
置

は
令
和
９
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
）

※�

本
事
業
は
、「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

生
活
環
境
課

　
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
財
産
や
権
利
を
守
り
支
援
を
行
う
成
年

後
見
制
度
の
需
要
が
高
ま
り
、
成
年
後
見

人
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
新
た
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
～
令
和
９
年
１
月
（
全
12
日
間
）

畑
野
市
民
セ
ン
タ
ー

�

市
内
在
住
で
、
令
和
８
年
４
月
１
日
現

在
25
歳
～
75
歳
の
方

・�

弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、
税
理
士
会
、

行
政
書
士
会
、
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

に
所
属
し
て
い
な
い
方

・�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟

（
社
会
福
祉
士
の
資
格
者
団
体
）
に
所

属
し
て
い
な
い
方

・�

市
民
後
見
活
動
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、

受
講
修
了
後
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

可
能
な
方

・
原
則
、
全
て
の
講
座
に
参
加
可
能
な
方

テ
キ
ス
ト
代
８
９
１
０
円
が
必
要
で
す
。

20
人
程
度

６
月
30
日
㈫
必
着

�

・

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
☎
81
―
１
１
５
５

有

料

広

告

市ホームページ

市ホームページ
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ホームページ

12市報さど　令和8年6月号

「
に
い
が
た
女ひ
と
と
男ひ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
６
講
演
会
」
に

佐
渡
市
施
設
か
ら
参
加
で
き
ま
す

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
講

演
会
を
佐
渡
市
で
受
講
で
き
る
よ
う
、
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

６
月
28
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
大
会
議
室

林
家
　
木
久
蔵
さ
ん
（
落
語
家
）

　「
木
久
蔵
流
　
仕
事
に
育
児
に
伝
承
の
技
」

30
人
（
先
着
順
）

�

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は（
公
財
）

新
潟
県
女
性
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
人
権
啓
発
係�

　
☎
63
―
５
１
１
２

佐
渡
日
本
語
教
室
受
講
者
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
外
国
籍
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
周
り
で
日
本
語
が
不
自
由
で

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日
（
８
月
、
12
月
は
休
講
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

佐
渡
中
央
会
館

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
籍
の
方

15
人
程
度

参
加
料
／
１
回
１
０
０
円

事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

�

日
本
語
を
教
え
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課
観
光
戦
略
係

　
☎
67
―
７
６
０
２

国
際
理
解
出
前
講
座
受
講
者
募
集

　
国
際
理
解
促
進
の
た
め
、
国
際
交
流
員

を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
の
出
身
国
で
あ
る
中
国
や

ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

学
校
・
公
民
館
・
商
工
団
体
な
ど
市
内

で
主
催
す
る
参
加
者
が
お
お
む
ね
10
人

以
上
の
講
座

※
営
利
目
的
の
講
座
は
対
象
外
で
す
。

平
日
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
１
回
に
つ
き
１
時
間
程
度
）

主
催
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

派
遣
料
／
無
料

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課
観
光
戦
略
係

　
☎
67
―
７
６
０
２

第
13
回
佐
渡
人
権
展

７
月
10
日
㈮
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

�

市
民
一
人
ひ
と
り
が
差
別
や
偏
見
を
持
た
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
明
る
い

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
様
々
な
人
権
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
の
展
示
、

人
権
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
課
人
権
啓
発
係
　
☎
63
―
５
１
１
２

有

料

広

告

県女性財団
ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ
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環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市

が
委
嘱
し
た
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、
講

演
会
な
ど
に
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま

す
。
学
校
や
地
域
、
企
業
な
ど
で
の
環
境

学
習
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

��

自
治
会
、
学
校
、
企
業
、
地
域
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
他
各
種
団
体
が
主
催
す
る
、

お
お
む
ね
20
人
以
上
の
環
境
教
育
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
な
ど

講�

師
謝
金
な
ど
／
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
佐
渡
市
が
負
担
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

�

制
度
の
利
用
を
ご
検
討
の
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

　
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

「
３
キ
リ
運
動
」
生
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
を

目
的
と
す
る
「
３
キ
リ
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
燃
や
す
ご
み
の
う
ち
、
40
％
が
生
ご
み

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

３
キ
リ
運
動

・
「
食
べ
キ
リ
」
食
品
を
食
べ
切
ろ
う

・
「
使
い
キ
リ
」
食
品
を
使
い
切
ろ
う

・�

「
水
キ
リ
」
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に�

一
絞
り
し
よ
う

生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

生
ご
み
処
理
機
購
入
・
導
入
補
助
金

家
庭
用

�

市
民
（
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
）
が
、

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
、
自
宅
に
設

置
す
る
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　（
上
限
６
万
円
）

事
業
者
用

�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
市

内
で
事
業
を
営
む
個
人
（
令
和
８
年
４

月
１
日
時
点
）
が
、
４
月
１
日
以
降
に

導
入
し
、
事
業
所
に
設
置
す
る
生
ご
み

処
理
機

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　（
上
限
４
０
０
万
円
）

�

令
和
９
年
２
月
１
日
㈪
（
購
入
・
設
置

は
令
和
９
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
）

※�

本
事
業
は
、「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

生
活
環
境
課

　
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
財
産
や
権
利
を
守
り
支
援
を
行
う
成
年

後
見
制
度
の
需
要
が
高
ま
り
、
成
年
後
見

人
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
新
た
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
～
令
和
９
年
１
月
（
全
12
日
間
）

畑
野
市
民
セ
ン
タ
ー

�

市
内
在
住
で
、
令
和
８
年
４
月
１
日
現

在
25
歳
～
75
歳
の
方

・�

弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、
税
理
士
会
、

行
政
書
士
会
、
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

に
所
属
し
て
い
な
い
方

・�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟

（
社
会
福
祉
士
の
資
格
者
団
体
）
に
所

属
し
て
い
な
い
方

・�

市
民
後
見
活
動
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、

受
講
修
了
後
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

可
能
な
方

・
原
則
、
全
て
の
講
座
に
参
加
可
能
な
方

テ
キ
ス
ト
代
８
９
１
０
円
が
必
要
で
す
。

20
人
程
度

６
月
30
日
㈫
必
着

�

・

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
☎
81
―
１
１
５
５

有

料

広

告

市ホームページ

市ホームページ
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「
に
い
が
た
女ひ
と
と
男ひ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
６
講
演
会
」
に

佐
渡
市
施
設
か
ら
参
加
で
き
ま
す

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
講

演
会
を
佐
渡
市
で
受
講
で
き
る
よ
う
、
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

６
月
28
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
大
会
議
室

林
家
　
木
久
蔵
さ
ん
（
落
語
家
）

　「
木
久
蔵
流
　
仕
事
に
育
児
に
伝
承
の
技
」

30
人
（
先
着
順
）

�

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は（
公
財
）

新
潟
県
女
性
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
人
権
啓
発
係�

　
☎
63
―
５
１
１
２

佐
渡
日
本
語
教
室
受
講
者
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
外
国
籍
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
周
り
で
日
本
語
が
不
自
由
で

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日
（
８
月
、
12
月
は
休
講
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

佐
渡
中
央
会
館

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
籍
の
方

15
人
程
度

参
加
料
／
１
回
１
０
０
円

事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

�

日
本
語
を
教
え
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課
観
光
戦
略
係

　
☎
67
―
７
６
０
２

国
際
理
解
出
前
講
座
受
講
者
募
集

　
国
際
理
解
促
進
の
た
め
、
国
際
交
流
員

を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
の
出
身
国
で
あ
る
中
国
や

ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

学
校
・
公
民
館
・
商
工
団
体
な
ど
市
内

で
主
催
す
る
参
加
者
が
お
お
む
ね
10
人

以
上
の
講
座

※
営
利
目
的
の
講
座
は
対
象
外
で
す
。

平
日
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
１
回
に
つ
き
１
時
間
程
度
）

主
催
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

派
遣
料
／
無
料

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課
観
光
戦
略
係

　
☎
67
―
７
６
０
２

第
13
回
佐
渡
人
権
展

７
月
10
日
㈮
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

�

市
民
一
人
ひ
と
り
が
差
別
や
偏
見
を
持
た
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
明
る
い

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
様
々
な
人
権
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
資
料
の
展
示
、

人
権
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
課
人
権
啓
発
係
　
☎
63
―
５
１
１
２

有

料

広

告

県女性財団
ホームページ
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佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ
の

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
７
年
度
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
、
総
額
５
２
６
万
４
３
５
９
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
記
載
し
て

い
ま
す
。（
順
不
同
）

　
こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募

金
、
３
個
人
・
７
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
も

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
政
策
課
ト
キ
・
里
山
振
興
係

　
☎
24
―
６
５
５
０

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
寄
付
へ
の
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　
有
限
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
様
よ
り
、「
防

災
対
策
事
業
」
に
対
し
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
防
災
対
策
事

業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
和
田
代
表
取
締
役
社
長
に
感
謝
状
を
手

渡
す
渡
辺
市
長
（
４
月
15
日
）

ゼ
ロ
ワ
ッ
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社
様
よ
り
、

「【
再
エ
ネ
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

推
進
事
業
」
に
対
し
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
脱
炭
素
関
連

事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
代
表
取
締
役
社
長
に
感
謝
状
を
手
渡

す
渡
辺
市
長
（
４
月
27
日
）

寄  付  者  名 所  在  地
ときわ会 新潟市
ときの会 新潟市
株式会社メニコン 愛知県名古屋市
株式会社高橋産業 佐渡市上新穂
コープデリ生活協同組合 埼玉県さいたま市
佐渡がーでん 佐渡市
平崎  将英 千葉県柏市
松井  三生 佐渡市新穂潟上

総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
係
　
☎
63
―
３
８
０
２

有

料

広

告

14市報さど　令和8年6月号

６
月
30
日
ま
で
山
地
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
見
逃
す
な
」

山
地
災
害
の
危
険
信
号

　
近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
集
中

豪
雨
な
ど
の
影
響
で
、
山
地
の
崩
壊
・
土

石
流
・
地
す
べ
り
と
い
っ
た
山
地
災
害
が

増
加
し
、
人
命
や
財
産
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
は
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
非

常
に
重
要
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
県
公
式
ア
プ
リ

「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」
を
活
用
し
、
ご
自

宅
周
辺
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
鳴
り
や
地
響
き
な
ど
の
異
常
を
確
認

し
た
場
合
は
、
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
、

安
全
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

農
林
水
産
振
興
課
農
村
整
備
係

　
☎
63
―
３
７
６
１

　�

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

森
林
施
設
課
　
☎
74
―
３
４
７
９

～
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
実
施
中
～

大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い

　「
大
麻
」
に
は
、幻
覚
作
用
な
ど
が
あ
り
、

無
許
可
で
の
栽
培
や
所
持
な
ど
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
け
し
」
の
仲
間
に
は
、
麻
薬
成
分
が

含
ま
れ
て
い
て
、
法
律
で
栽
培
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
大
麻
」
の
見
分
け
方

〇
全
体
的
特
徴

　
大
麻
は
成
長
が
早
く
、
大
き
い
も
の
は

草
丈
が
３
ｍ
に
も
な
る
。
よ
く
成
長
し
た

茎
は
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
、
浅
い
縦
筋
が

通
っ
て
い
る
。

〇
葉
の
特
徴

　
葉
は
３
～
９
枚
（
通
常
は
奇
数
）
の
小

葉
が
集
ま
っ
て
手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
。
葉
の
縁
は
ノ
コ
ギ
リ
歯
の

よ
う
に
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
い
る
。
葉
全

体
の
大
き
さ
は
10
～
20
セ
ン
チ
。

違
法
な
「
け
し
」
の
見
分
け
方

〇
主
な
特
徴

　
葉
や
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
は
キ
ャ
ベ
ツ
の

葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た
緑
色
で
、
ほ

と
ん
ど
毛
が
な
い
。
葉
は
茎
を
抱
き
込
む

よ
う
に
つ
い
て
い
る
。

　
草
丈
が
大
き
く
、
開
花
期
は
50
～

１
６
０
セ
ン
チ
に
な
る
。
花
の
色
や
形
態

（
一
重
咲
き
、八
重
咲
き
な
ど
）
は
多
様
で
、

花
に
よ
る
判
別
は
で
き
な
い
。

�

県
佐
渡
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
74
―
３
４
０
３

サ
ー
ク
ル
「
島
っ
子
」
の
ク
ラ
ブ
員

募
集
！

　
農
業
を
し
て
い
る
、
も
し
く
は
農
業
に

興
味
が
あ
る
若
者
で
構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

で
す
。
現
在
は
９
名
の
農
業
者
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

�

月
１
回
の
定
例
会
や
農
作
業
、
時
に
は

島
内
研
修
を
行
い
、
農
業
の
腕
を
磨
き

な
が
ら
地
区
を
越
え
て
ク
ラ
ブ
員
同
士

が
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　�「
同
年
代
の
仲
間
が
欲
し
い
」「
栽
培
・

加
工
・
販
売
技
術
の
勉
強
が
し
た
い
」

「
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
動
機

は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
見

学
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
！
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　（
農
政
庁
舎
）
普
及
課
　

　
☎
63
―
３
１
８
５

農
業
者
の
皆
さ
ま
へ

「
さ
ど
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
第
99
号
」
発
行

　
今
年
の
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
や
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
（
本
庁
第
2
庁
舎
1
階
農

業
委
員
会
事
務
局
前
）・
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
Ｊ
Ａ
佐
渡
各
営
業
所
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
政
庁
舎
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　（
農
政
庁
舎
）
普
及
課
　

　
☎
63
―
３
１
８
５
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佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ
の

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
７
年
度
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
、
総
額
５
２
６
万
４
３
５
９
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
記
載
し
て

い
ま
す
。（
順
不
同
）

　
こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募

金
、
３
個
人
・
７
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
も

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
政
策
課
ト
キ
・
里
山
振
興
係

　
☎
24
―
６
５
５
０

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
寄
付
へ
の
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　
有
限
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
様
よ
り
、「
防

災
対
策
事
業
」
に
対
し
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
防
災
対
策
事

業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
和
田
代
表
取
締
役
社
長
に
感
謝
状
を
手

渡
す
渡
辺
市
長
（
４
月
15
日
）

ゼ
ロ
ワ
ッ
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社
様
よ
り
、

「【
再
エ
ネ
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

推
進
事
業
」
に
対
し
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
脱
炭
素
関
連

事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
代
表
取
締
役
社
長
に
感
謝
状
を
手
渡

す
渡
辺
市
長
（
４
月
27
日
）

寄  付  者  名 所  在  地
ときわ会 新潟市
ときの会 新潟市
株式会社メニコン 愛知県名古屋市
株式会社高橋産業 佐渡市上新穂
コープデリ生活協同組合 埼玉県さいたま市
佐渡がーでん 佐渡市
平崎  将英 千葉県柏市
松井  三生 佐渡市新穂潟上

総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
係
　
☎
63
―
３
８
０
２

有

料

広

告

14市報さど　令和8年6月号

６
月
30
日
ま
で
山
地
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
見
逃
す
な
」

山
地
災
害
の
危
険
信
号

　
近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
集
中

豪
雨
な
ど
の
影
響
で
、
山
地
の
崩
壊
・
土

石
流
・
地
す
べ
り
と
い
っ
た
山
地
災
害
が

増
加
し
、
人
命
や
財
産
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
は
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
非

常
に
重
要
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
県
公
式
ア
プ
リ

「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」
を
活
用
し
、
ご
自

宅
周
辺
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
鳴
り
や
地
響
き
な
ど
の
異
常
を
確
認

し
た
場
合
は
、
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
、

安
全
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

農
林
水
産
振
興
課
農
村
整
備
係

　
☎
63
―
３
７
６
１

　�

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

森
林
施
設
課
　
☎
74
―
３
４
７
９

～
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
実
施
中
～

大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い

　「
大
麻
」
に
は
、幻
覚
作
用
な
ど
が
あ
り
、

無
許
可
で
の
栽
培
や
所
持
な
ど
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
け
し
」
の
仲
間
に
は
、
麻
薬
成
分
が

含
ま
れ
て
い
て
、
法
律
で
栽
培
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
大
麻
」
の
見
分
け
方

〇
全
体
的
特
徴

　
大
麻
は
成
長
が
早
く
、
大
き
い
も
の
は

草
丈
が
３
ｍ
に
も
な
る
。
よ
く
成
長
し
た

茎
は
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
、
浅
い
縦
筋
が

通
っ
て
い
る
。

〇
葉
の
特
徴

　
葉
は
３
～
９
枚
（
通
常
は
奇
数
）
の
小

葉
が
集
ま
っ
て
手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
。
葉
の
縁
は
ノ
コ
ギ
リ
歯
の

よ
う
に
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
い
る
。
葉
全

体
の
大
き
さ
は
10
～
20
セ
ン
チ
。

違
法
な
「
け
し
」
の
見
分
け
方

〇
主
な
特
徴

　
葉
や
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
は
キ
ャ
ベ
ツ
の

葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た
緑
色
で
、
ほ

と
ん
ど
毛
が
な
い
。
葉
は
茎
を
抱
き
込
む

よ
う
に
つ
い
て
い
る
。

　
草
丈
が
大
き
く
、
開
花
期
は
50
～

１
６
０
セ
ン
チ
に
な
る
。
花
の
色
や
形
態

（
一
重
咲
き
、八
重
咲
き
な
ど
）
は
多
様
で
、

花
に
よ
る
判
別
は
で
き
な
い
。

�

県
佐
渡
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
74
―
３
４
０
３

サ
ー
ク
ル
「
島
っ
子
」
の
ク
ラ
ブ
員

募
集
！

　
農
業
を
し
て
い
る
、
も
し
く
は
農
業
に

興
味
が
あ
る
若
者
で
構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

で
す
。
現
在
は
９
名
の
農
業
者
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

�

月
１
回
の
定
例
会
や
農
作
業
、
時
に
は

島
内
研
修
を
行
い
、
農
業
の
腕
を
磨
き

な
が
ら
地
区
を
越
え
て
ク
ラ
ブ
員
同
士

が
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　�「
同
年
代
の
仲
間
が
欲
し
い
」「
栽
培
・

加
工
・
販
売
技
術
の
勉
強
が
し
た
い
」

「
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
動
機

は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
見

学
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
！
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　（
農
政
庁
舎
）
普
及
課
　

　
☎
63
―
３
１
８
５

農
業
者
の
皆
さ
ま
へ

「
さ
ど
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
第
99
号
」
発
行

　
今
年
の
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
や
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
（
本
庁
第
2
庁
舎
1
階
農

業
委
員
会
事
務
局
前
）・
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
Ｊ
Ａ
佐
渡
各
営
業
所
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
政
庁
舎
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　（
農
政
庁
舎
）
普
及
課
　

　
☎
63
―
３
１
８
５
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普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

１
講
習
　
午
後
４
時
ま
で

　�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

２
講
習
　
午
後
５
時
ま
で

　�

１
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上

10
人

両
津６

月
21
日
㈰
　
午
後
１
時
～

両
津
消
防
署
　
３
階
講
堂

６
月
20
日
㈯

・

両
津
消
防
署

　
☎
27
―
３
５
５
５

相
川７

月
４
日
㈯
　
午
後
１
時
～

相
川
市
民
セ
ン
タ
ー
・
相
川
消
防
署

　
３
階
　
災
害
対
策
室

７
月
３
日
㈮

・

相
川
消
防
署
警
防
係

　
☎
74
―
０
１
１
９

海
上
保
安
官
募
集
の
お
知
ら
せ
＆

出
前
授
業
な
ど
の
ご
案
内

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
２
０
２
６
年
度
海

上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校
学
生
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

海
上
保
安
学
校

受
付
期
間
／
７
月
10
日
㈮
～
７
月
23
日
㈭

第
１
次
試
験
日
／
９
月
27
日
㈰

海
上
保
安
大
学
校

受
付
期
間
／
８
月
20
日
㈭
～
９
月
７
日
㈪

第
１
次
試
験
日
／
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

��
海
上
保
安
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
学
べ
る

小
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
出
前
授

業
や
佐
渡
海
上
保
安
署
の
見
学
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

採
用
試
験
に
つ
い
て

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
部
人
事
課
　

　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１
８

　
出
前
授
業
な
ど
に
つ
い
て

　
佐
渡
海
上
保
安
署
　
☎
27
―
０
１
１
８

新
潟
県
警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　
警
察
の
仕
事
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
事
件
や
事
故
の

対
応
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
や
交
通
安
全
、
災
害
対
応
ま
で
、
活
躍

の
場
は
さ
ま
ざ
ま
。
人
の
力
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
特
別
な
経
験

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
地
域
を
想
い
、

人
を
支
え
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

　
佐
渡
警
察
署
に
は
、
佐
渡
市
出
身
者
が

多
く
勤
務
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
挑
戦

が
、
新
し
い
警
察
官
の
姿
を
つ
く
り
ま
す
。

受
付
期
間
／
７
月
１
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬

第
１
試
験
／
９
月
20
日
㈰

佐
渡
警
察
署
警
務
課

　
☎
55
―
０
１
１
０

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

議
員
選
出
監
査
委
員

　
退
任
　
山
本
　
卓

　
新
任
　
室
岡
　
啓
史

　（
令
和
８
年
４
月
14
日
選
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

監
査
委
員
事
務
局

　
☎
63
―
３
１
１
２

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

（
建
物
の
登
記
は
お
す
み
で
す
か
？
）

７
月
８
日
㈬
　
午
後
２
時
～
４
時

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

相
談
は
予
約
制
。
予
約
受
付
時
間
は
、

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
受
付
も
し
ま
す
。

・

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部
　

　
☎
55
―
３
１
１
７

海上保安官
採用サイト

新潟県警察
採用サイト

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

�

県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
手
術
費
用
を
支

払
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額
／
オ
ス
５
千
円
、
メ
ス
１
万
円

※
手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

※
申
請
期
間
内
で
も
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
補
助
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
事
前
申
請
が
な
く
手
術
を
行
っ
た
場
合
は
補
助
対
象
外
で
す
。

県
佐
渡
保
健
所
生
活
衛
生
課
　
☎
74
―
３
３
９
９
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出水期に備えましょう
６月は「土砂災害防止月間」です

梅雨の時期に入り、大雨による災害が予想されます。
各機関から発表される情報を正しく理解し、災害から身を守りましょう。

　気象庁の発表する注意報や警報といった防災気象情報が５月 29日から変更となりました。
これまでは災害によって表現が異なっており、警戒レベルとの対応が複雑になっていました
が、今回の変更で、警戒レベルに合わせた表現に統一されました。

警戒レベル

（表示色）
河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮

警戒レベル

５相当（黒）
氾濫特別警報 大雨特別警報

土砂災害

特別警報
高潮特別警報

警戒レベル

４相当（紫）
氾濫危険警報 大雨危険警報

土砂災害

危険警報
高潮危険警報

警戒レベル

３相当（赤）
氾濫警報 大雨警報 土砂災害警報 高潮警報

警戒レベル

２（黄）
氾濫注意報 大雨注意報 土砂災害注意報 高潮注意報

警戒レベル

１（白）
早期注意情報

警戒レベル５ ただちに安全確保のための行動を取ってください。

警戒レベル４ 危険な場所から全員避難してください。

警戒レベル３ 高齢者など、避難に時間を要する方は避難してください。

※�「警戒レベル」は、状況に応じて市が発令する避難情報等の段階です。一方、表にある「警戒レベル相当情報」
は国や都道府県が発表する防災気象情報に付される情報で、自主的に避難行動を行う際の判断材料とな
るものです。

「佐渡市ハザードマップ」をご活用ください

　「ハザードマップ」とは、自然災害により被害が発生すると思われる危険
区域を地図化したものです。日ごろから地域の危険箇所を認識し、家族と避
難場所を共有することが、迅速な避難に繋がります。

お問い合わせ　防災課防災安全係　☎６３－３１２５

市ハザードマップ

17 市報さど　令和8年6月号



普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

１
講
習
　
午
後
４
時
ま
で

　�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

２
講
習
　
午
後
５
時
ま
で

　�

１
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上

10
人

両
津６

月
21
日
㈰
　
午
後
１
時
～

両
津
消
防
署
　
３
階
講
堂

６
月
20
日
㈯

・

両
津
消
防
署

　
☎
27
―
３
５
５
５

相
川７

月
４
日
㈯
　
午
後
１
時
～

相
川
市
民
セ
ン
タ
ー
・
相
川
消
防
署

　
３
階
　
災
害
対
策
室

７
月
３
日
㈮

・

相
川
消
防
署
警
防
係

　
☎
74
―
０
１
１
９

海
上
保
安
官
募
集
の
お
知
ら
せ
＆

出
前
授
業
な
ど
の
ご
案
内

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
２
０
２
６
年
度
海

上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校
学
生
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

海
上
保
安
学
校

受
付
期
間
／
７
月
10
日
㈮
～
７
月
23
日
㈭

第
１
次
試
験
日
／
９
月
27
日
㈰

海
上
保
安
大
学
校

受
付
期
間
／
８
月
20
日
㈭
～
９
月
７
日
㈪

第
１
次
試
験
日
／
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

��

海
上
保
安
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
学
べ
る

小
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
出
前
授

業
や
佐
渡
海
上
保
安
署
の
見
学
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

採
用
試
験
に
つ
い
て

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
部
人
事
課
　

　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１
８

　
出
前
授
業
な
ど
に
つ
い
て

　
佐
渡
海
上
保
安
署
　
☎
27
―
０
１
１
８

新
潟
県
警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　
警
察
の
仕
事
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
事
件
や
事
故
の

対
応
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
や
交
通
安
全
、
災
害
対
応
ま
で
、
活
躍

の
場
は
さ
ま
ざ
ま
。
人
の
力
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
特
別
な
経
験

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
地
域
を
想
い
、

人
を
支
え
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

　
佐
渡
警
察
署
に
は
、
佐
渡
市
出
身
者
が

多
く
勤
務
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
挑
戦

が
、
新
し
い
警
察
官
の
姿
を
つ
く
り
ま
す
。

受
付
期
間
／
７
月
１
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬

第
１
試
験
／
９
月
20
日
㈰

佐
渡
警
察
署
警
務
課

　
☎
55
―
０
１
１
０

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

議
員
選
出
監
査
委
員

　
退
任
　
山
本
　
卓

　
新
任
　
室
岡
　
啓
史

　（
令
和
８
年
４
月
14
日
選
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

監
査
委
員
事
務
局

　
☎
63
―
３
１
１
２

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

（
建
物
の
登
記
は
お
す
み
で
す
か
？
）

７
月
８
日
㈬
　
午
後
２
時
～
４
時

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

相
談
は
予
約
制
。
予
約
受
付
時
間
は
、

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
受
付
も
し
ま
す
。

・

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部
　

　
☎
55
―
３
１
１
７

海上保安官
採用サイト

新潟県警察
採用サイト

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

�

県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
手
術
費
用
を
支

払
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額
／
オ
ス
５
千
円
、
メ
ス
１
万
円

※
手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

※
申
請
期
間
内
で
も
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
補
助
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
事
前
申
請
が
な
く
手
術
を
行
っ
た
場
合
は
補
助
対
象
外
で
す
。

県
佐
渡
保
健
所
生
活
衛
生
課
　
☎
74
―
３
３
９
９
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出水期に備えましょう
６月は「土砂災害防止月間」です

梅雨の時期に入り、大雨による災害が予想されます。
各機関から発表される情報を正しく理解し、災害から身を守りましょう。

　気象庁の発表する注意報や警報といった防災気象情報が５月 29日から変更となりました。
これまでは災害によって表現が異なっており、警戒レベルとの対応が複雑になっていました
が、今回の変更で、警戒レベルに合わせた表現に統一されました。

警戒レベル

（表示色）
河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮

警戒レベル

５相当（黒）
氾濫特別警報 大雨特別警報

土砂災害

特別警報
高潮特別警報

警戒レベル

４相当（紫）
氾濫危険警報 大雨危険警報

土砂災害

危険警報
高潮危険警報

警戒レベル

３相当（赤）
氾濫警報 大雨警報 土砂災害警報 高潮警報

警戒レベル

２（黄）
氾濫注意報 大雨注意報 土砂災害注意報 高潮注意報

警戒レベル

１（白）
早期注意情報

警戒レベル５ ただちに安全確保のための行動を取ってください。

警戒レベル４ 危険な場所から全員避難してください。

警戒レベル３ 高齢者など、避難に時間を要する方は避難してください。

※�「警戒レベル」は、状況に応じて市が発令する避難情報等の段階です。一方、表にある「警戒レベル相当情報」
は国や都道府県が発表する防災気象情報に付される情報で、自主的に避難行動を行う際の判断材料とな
るものです。

「佐渡市ハザードマップ」をご活用ください

　「ハザードマップ」とは、自然災害により被害が発生すると思われる危険
区域を地図化したものです。日ごろから地域の危険箇所を認識し、家族と避
難場所を共有することが、迅速な避難に繋がります。

お問い合わせ　防災課防災安全係　☎６３－３１２５

市ハザードマップ

17 市報さど　令和8年6月号



7月の相談日

● 7月各種相談
【特設人権相談】

3 ㈮ 9:00 ～ 12:00 あいかわ開発総合センター 人権擁護委員が相談に応じます。
予約不要、相談は無料です。

新潟地方法務局
佐渡支局
☎ 74-3787

【新潟県弁護士会リーガルサービスセンター佐渡相談所】
10 ㈮

10:00 ～ 12:30
あいぽーと佐渡

前日までに要予約 新潟県弁護士会
☎ 025-222-553324 ㈮ 佐渡中央会館

【土地家屋調査士無料相談】

27 ㈪ 
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各土地家屋調査士事務所

土地の測量、分筆、地積更正、地目
変更、建物の新築・増築、取り壊し
など、土地・建物の表題登記や境界
に関するご相談。
要予約（受付：平日 9:00 ～ 16:00）

土地家屋調査士会
佐渡支部
☎ 55-3117

【司法書士無料法律相談】

27 ㈪ 
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各司法書士事務所

一般的な法律知識の提供や、問題解
決のための法的なアドバイスなど。

（要予約）

司法書士会
佐渡支部
☎ 57-2801

● 7月行政相談

日 時間 会場
6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 新穂市民センター
6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 小木市民センター
7 ㈫ 13:30 ～ 15:30 畑野市民センター
8 ㈬ 10:00 ～ 12:00 羽茂農村環境改善センター

14 ㈫ 9:30 ～ 12:00 佐渡中央会館
15 ㈬ 9:30 ～ 11:30 あいかわ開発総合センター
15 ㈬ 13:30 ～ 15:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
21 ㈫ 13:30 ～ 15:30 真野市民センター
22 ㈬ 13:00 ～ 15:00 金井コミュニティセンター
※両津地区の 7 月開催はありません。　

● 7月健康相談
受付時間：9：00～11：30、13：00～14：30（すべての会場で同じ）

日 会場 お問い合わせ

8 ㈬ 両津市民センター
両津市民センター
市民生活係
☎ 27-2114

15 ㈬ 相川市民センター
相川市民センター
市民生活係
☎ 74-3111

13 ㈪ 畑野農村環境改善センター

健康医療対策課保健係
☎ 63-3115

14 ㈫ 金井コミュニティセンター
15 ㈬ 真野ふるさと会館
17 ㈮ トキのむら元気館
21 ㈫ 佐和田保健センター
14 ㈫ 羽茂市民センター 羽茂市民センター

市民生活係
☎ 88-3111

17 ㈮ 小木市民センター
28 ㈫ 赤泊市民センター

納期のお知らせ
【市税など】（口座振替日は納期限と同日です。）
○ 6月分 ○ 7月分 ○上下水道料金の口座振替日
納期限 6 月 30 日㈫ 納期限　7 月 31 日㈮ 6 月分 再振替日　7 月 13 日㈪
再振替日 7 月 13 日㈪ 7 月分 振替日　　7 月 27 日㈪
市・県民税（普通徴収）（第１期） 固定資産税（第２期）
介護保険料（第２期） 国民健康保険税（第１期）

後期高齢者医療保険料（第４期）

18市報さど　令和8年6月号

地区名 住 所 名 氏　　　名 保護者 たんじょう

佐和田 窪田 本　間　　　丞（じょう）貴大 4 . 6

金井 中興 橘　　　樹　生（いつき）佑紀 4 . 1 0

畑野 栗野江 後　藤　莉　寿（りず） 寿広 4 . 1 5

地区名 住 所 名 氏 名 年齢 ご命日

両津 両津夷 宇　貝　昭　午 9 5 4 . 4

〃 平松 忠　平　逸　代 8 4  4 . 6

〃 両津夷 磯　野　サ　ヱ 1 0 0  4 . 7

〃 加茂歌代 齋　藤　春　江 8 7 4 . 1 2

〃 鷲崎 瀧　本　カズエ 9 0 4 . 1 2

〃 梅津 祝　　　ヨシ子 9 7 4 . 1 5

〃 両尾 岩　間　秀　男 5 2 4 . 1 7

〃 両津夷新 猪　股　敏　枝 7 1 4 . 2 0

〃 両津湊 末　武　トシヱ 8 3 4 . 2 5

〃 岩首 本　間　ミヨヱ 8 4 4 . 2 9

相川 姫津 石　見　広　幸 5 5 4 . 1 0

〃 稲鯨 岩　﨑　伶　子 8 9 4 . 1 4

〃 米郷 渡　邉　洋　子 8 0 4 . 1 4

〃 小川 小　杉　伊盛雄 1 0 0 4 . 2 4

〃 相川下戸村 本　間　道　子 9 1 4 . 2 6

佐和田 沢根 眞　藤　眞太郎 7 4 4 . 1 1

〃 沢根町 本　間　シズエ 1 0 0 4 . 1 6

〃 河原田本町 佐々木　和　子 9 3 4 . 1 7

〃 青野 加　藤　カヨ子 9 1 4 . 1 8

〃 青野 中　川　隆　弘 9 4 4 . 2 0

〃 八幡町 長　原　ヨ　シ 8 9 4 . 2 2

畑野 丸山 山　口　直　桜（なお） 航 4 . 1 8

真野 吉岡 新　田　唯　桜（いお） 椋司 4 . 7

羽茂 羽茂三瀬 仲　間　心　春（こはる）行洋 3 . 2 5

金井 千種 清　水　　　勇 9 5 4 . 2

〃 金井新保 渡　邉　セ　ツ 1 0 9 4 . 4

〃 金井新保 渡　辺　美紀子 7 5 4 . 5

〃 千種 菊　池　チ　エ 1 0 2 4 . 1 6

〃 大和 加　藤　昭　信 8 2 4 . 2 8

新穂 新穂大野 左　京　榮　治 9 5 4 . 1 9

畑野 大久保 猪　股　一二三 9 1 4 . 2

〃 松ケ崎 青　木　正　雄 9 5 4 . 1 2

〃 寺田 加　藤　厚　子 8 4 4 . 2 2

真野 真野新町 遠　藤　敏　碩 9 0 4 . 3

〃 田切須 佐々木　信　子 8 3 4 . 1 6

〃 豊田 吉　田　　　覺 9 9 4 . 2 7

小木 琴浦 中　川　ヤヨイ 9 0 4 . 1

羽茂 羽茂大橋 中　川　リ　ツ 9 0 4 . 4

〃 羽茂大石 塚　原　治　平 8 5 4 . 8

〃 羽茂大橋 山　田　八千代 9 5 4 . 1 1

〃 羽茂本郷 鶴　巻　克　已 6 8 4 . 1 7

〃 羽茂小泊 岡　﨑　滿　 8 9 4 . 1 7

赤泊 大杉 佐々木　美重子 7 2 4 . 1

〃 赤泊 外　内　キミヱ 7 9 4 . 9

〃 下川茂 眞　藤　サツ子 9 1 4 . 2 5

○人口と世帯数　4月 30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男�22,576人（40人）女�23,634�人（-18人）合計�46,210人（22人）世帯数�22,171世帯（85世帯）　（単位：人・世帯）

地区名 男 女 合　計 世帯数

両 津 4,927 (��15) 5,305 (���-6) 10,232 (����9) 4,972 (��12)

相 川 2,422 (����7) 2,473 (���-1) 4,895 (����6) 2,581 (��12)

佐和田 3,828 (��17) 3,891 (����2) 7,719 (��19) 3,943 (��23)

金 井 2,827 (��19) 2,930 (���-2) 5,757 (��17) 2,763 (��32)

新 穂 1,494 (����0) 1,572 (��11) 3,066 (��11) 1,504 (��13)

う　ぶ　ご　え

地区名 男 女 合　計 世帯数

畑 野 1,789 (����1) 1,868 (����0) 3,657 (����1) 1,711 (����2)

真 野 1,912 (�-12) 2,074 (����2) 3,986 (�-10) 1,767 (���-1)

小 木 1,113 (���-2) 1,144 (�-12) 2,257 (�-14) 1,017 (���-5)

羽 茂 1,311 (���-1) 1,420 (���-8) 2,731 (���-9) 1,128 (���-2)

赤 泊 953 (���-4) 957 (���-4) 1,910 (���-8) 785 (���-1)

お　く　や　み

戸籍の窓 4.1 ～ 4.30届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

問 市民課戸籍係　☎６３－５１１２

19 市報さど　令和8年6月号



7月の相談日

● 7月各種相談
【特設人権相談】

3 ㈮ 9:00 ～ 12:00 あいかわ開発総合センター 人権擁護委員が相談に応じます。
予約不要、相談は無料です。

新潟地方法務局
佐渡支局
☎ 74-3787

【新潟県弁護士会リーガルサービスセンター佐渡相談所】
10 ㈮

10:00 ～ 12:30
あいぽーと佐渡

前日までに要予約 新潟県弁護士会
☎ 025-222-553324 ㈮ 佐渡中央会館

【土地家屋調査士無料相談】

27 ㈪ 
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各土地家屋調査士事務所

土地の測量、分筆、地積更正、地目
変更、建物の新築・増築、取り壊し
など、土地・建物の表題登記や境界
に関するご相談。
要予約（受付：平日 9:00 ～ 16:00）

土地家屋調査士会
佐渡支部
☎ 55-3117

【司法書士無料法律相談】

27 ㈪ 
～ 31 ㈮ 13:00 ～ 17:00 各司法書士事務所

一般的な法律知識の提供や、問題解
決のための法的なアドバイスなど。

（要予約）

司法書士会
佐渡支部
☎ 57-2801

● 7月行政相談

日 時間 会場
6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 新穂市民センター
6 ㈪ 9:00 ～ 12:00 小木市民センター
7 ㈫ 13:30 ～ 15:30 畑野市民センター
8 ㈬ 10:00 ～ 12:00 羽茂農村環境改善センター

14 ㈫ 9:30 ～ 12:00 佐渡中央会館
15 ㈬ 9:30 ～ 11:30 あいかわ開発総合センター
15 ㈬ 13:30 ～ 15:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
21 ㈫ 13:30 ～ 15:30 真野市民センター
22 ㈬ 13:00 ～ 15:00 金井コミュニティセンター
※両津地区の 7 月開催はありません。　

● 7月健康相談
受付時間：9：00～11：30、13：00～14：30（すべての会場で同じ）

日 会場 お問い合わせ

8 ㈬ 両津市民センター
両津市民センター
市民生活係
☎ 27-2114

15 ㈬ 相川市民センター
相川市民センター
市民生活係
☎ 74-3111

13 ㈪ 畑野農村環境改善センター

健康医療対策課保健係
☎ 63-3115

14 ㈫ 金井コミュニティセンター
15 ㈬ 真野ふるさと会館
17 ㈮ トキのむら元気館
21 ㈫ 佐和田保健センター
14 ㈫ 羽茂市民センター 羽茂市民センター

市民生活係
☎ 88-3111

17 ㈮ 小木市民センター
28 ㈫ 赤泊市民センター

納期のお知らせ
【市税など】（口座振替日は納期限と同日です。）
○ 6月分 ○ 7月分 ○上下水道料金の口座振替日
納期限 6 月 30 日㈫ 納期限　7 月 31 日㈮ 6 月分 再振替日　7 月 13 日㈪
再振替日 7 月 13 日㈪ 7 月分 振替日　　7 月 27 日㈪
市・県民税（普通徴収）（第１期） 固定資産税（第２期）
介護保険料（第２期） 国民健康保険税（第１期）

後期高齢者医療保険料（第４期）

18市報さど　令和8年6月号

地区名 住 所 名 氏　　　名 保護者 たんじょう

佐和田 窪田 本　間　　　丞（じょう）貴大 4 . 6

金井 中興 橘　　　樹　生（いつき）佑紀 4 . 1 0

畑野 栗野江 後　藤　莉　寿（りず） 寿広 4 . 1 5

地区名 住 所 名 氏 名 年齢 ご命日

両津 両津夷 宇　貝　昭　午 9 5 4 . 4

〃 平松 忠　平　逸　代 8 4  4 . 6

〃 両津夷 磯　野　サ　ヱ 1 0 0  4 . 7

〃 加茂歌代 齋　藤　春　江 8 7 4 . 1 2

〃 鷲崎 瀧　本　カズエ 9 0 4 . 1 2

〃 梅津 祝　　　ヨシ子 9 7 4 . 1 5

〃 両尾 岩　間　秀　男 5 2 4 . 1 7

〃 両津夷新 猪　股　敏　枝 7 1 4 . 2 0

〃 両津湊 末　武　トシヱ 8 3 4 . 2 5

〃 岩首 本　間　ミヨヱ 8 4 4 . 2 9

相川 姫津 石　見　広　幸 5 5 4 . 1 0

〃 稲鯨 岩　﨑　伶　子 8 9 4 . 1 4

〃 米郷 渡　邉　洋　子 8 0 4 . 1 4

〃 小川 小　杉　伊盛雄 1 0 0 4 . 2 4

〃 相川下戸村 本　間　道　子 9 1 4 . 2 6

佐和田 沢根 眞　藤　眞太郎 7 4 4 . 1 1

〃 沢根町 本　間　シズエ 1 0 0 4 . 1 6

〃 河原田本町 佐々木　和　子 9 3 4 . 1 7

〃 青野 加　藤　カヨ子 9 1 4 . 1 8

〃 青野 中　川　隆　弘 9 4 4 . 2 0

〃 八幡町 長　原　ヨ　シ 8 9 4 . 2 2

畑野 丸山 山　口　直　桜（なお） 航 4 . 1 8

真野 吉岡 新　田　唯　桜（いお） 椋司 4 . 7

羽茂 羽茂三瀬 仲　間　心　春（こはる）行洋 3 . 2 5

金井 千種 清　水　　　勇 9 5 4 . 2

〃 金井新保 渡　邉　セ　ツ 1 0 9 4 . 4

〃 金井新保 渡　辺　美紀子 7 5 4 . 5

〃 千種 菊　池　チ　エ 1 0 2 4 . 1 6

〃 大和 加　藤　昭　信 8 2 4 . 2 8

新穂 新穂大野 左　京　榮　治 9 5 4 . 1 9

畑野 大久保 猪　股　一二三 9 1 4 . 2

〃 松ケ崎 青　木　正　雄 9 5 4 . 1 2

〃 寺田 加　藤　厚　子 8 4 4 . 2 2

真野 真野新町 遠　藤　敏　碩 9 0 4 . 3

〃 田切須 佐々木　信　子 8 3 4 . 1 6

〃 豊田 吉　田　　　覺 9 9 4 . 2 7

小木 琴浦 中　川　ヤヨイ 9 0 4 . 1

羽茂 羽茂大橋 中　川　リ　ツ 9 0 4 . 4

〃 羽茂大石 塚　原　治　平 8 5 4 . 8

〃 羽茂大橋 山　田　八千代 9 5 4 . 1 1

〃 羽茂本郷 鶴　巻　克　已 6 8 4 . 1 7

〃 羽茂小泊 岡　﨑　滿　 8 9 4 . 1 7

赤泊 大杉 佐々木　美重子 7 2 4 . 1

〃 赤泊 外　内　キミヱ 7 9 4 . 9

〃 下川茂 眞　藤　サツ子 9 1 4 . 2 5

○人口と世帯数　4月 30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男�22,576人（40人）女�23,634�人（-18人）合計�46,210人（22人）世帯数�22,171世帯（85世帯）　（単位：人・世帯）

地区名 男 女 合　計 世帯数

両 津 4,927 (��15) 5,305 (���-6) 10,232 (����9) 4,972 (��12)

相 川 2,422 (����7) 2,473 (���-1) 4,895 (����6) 2,581 (��12)

佐和田 3,828 (��17) 3,891 (����2) 7,719 (��19) 3,943 (��23)

金 井 2,827 (��19) 2,930 (���-2) 5,757 (��17) 2,763 (��32)

新 穂 1,494 (����0) 1,572 (��11) 3,066 (��11) 1,504 (��13)

う　ぶ　ご　え

地区名 男 女 合　計 世帯数

畑 野 1,789 (����1) 1,868 (����0) 3,657 (����1) 1,711 (����2)

真 野 1,912 (�-12) 2,074 (����2) 3,986 (�-10) 1,767 (���-1)

小 木 1,113 (���-2) 1,144 (�-12) 2,257 (�-14) 1,017 (���-5)

羽 茂 1,311 (���-1) 1,420 (���-8) 2,731 (���-9) 1,128 (���-2)

赤 泊 953 (���-4) 957 (���-4) 1,910 (���-8) 785 (���-1)

お　く　や　み

戸籍の窓 4.1 ～ 4.30届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

問 市民課戸籍係　☎６３－５１１２

19 市報さど　令和8年6月号



　発火性危険ごみが「燃やすごみ」や「燃やさないごみ」に混ぜられていると、収集車の中で破裂し、
火災事故につながる恐れがあります。最近では、リチウムイオン電池やモバイルバッテリーなどの充電
式電池による発火・火災事故も増えており、「燃やすごみ」や「燃やさないごみ」に混ぜて出されると
小型のため発見しにくく、収集車や持ち込まれたクリーンセンター内での火災事故につながります。
　『ごみの分別ガイドブック』や、市ホームページの『ごみの種類と分別方法』をご確認いただき、安
全な捨て方にご協力ください。
　小型充電式電池（ニカド、ニッケル、リチウムイオン電池）は電極部をテープで絶縁して、以下の回
収協力店で引き取ってもらってください。

お問い合わせ　生活環境課クリーン推進係　☎63―3113

：小型充電式電池回収協力店（一般社団法人 JBRC）

市ホームページ

ごみの種類と分別方法はこちら

発火性危険ごみ・充電式電池の
捨て方にご注意ください !!

地区名 小型充電式電池

佐和田

佐和田

佐和田

畑　野

赤　泊

）（株

Joshin佐渡店）（株

（株）北越ケーズ　ケーズデンキ佐渡店

斎藤・嘉井電機（株）
電機商会丸輪

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

SNSで情報発信中

LINE Instagram Facebook

〒952-1292　佐渡市千種232番地
■発行・編集　佐渡市 総務部デジタル広報課広報広聴係

デジタル広報課
情報管理係

■発行日 令和8年6月10日

ホームページアドレス　https://www.city.sado.niigata.jp
TEL 0259（63）3111 ㈹・FAX 0259（63）3300

X

乾電池類店舗名 ボタン電池

〇

〇

小型充電式電池（リチウムイオン電池など）回収協力店一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和８年４月１日現在）

※令和８年６月１１日回収協力店
　一覧を訂正しました。

小山電機商会

※リチウムイオン電池が内蔵されているモバイルバッテリー
　については、 生活環境課クリーン推進係へお問い合わせく
　ださい。




